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1000人が集った爽やかな朝

町営グラウンドを埋め尽くす参加者

　小学生の頃に首からカードを下げて通った記憶があ
るのではないでしょうか、夏の季語としても知られる
ラジオ体操。８月９日(土)、町営陸上競技場を会場に夏
期巡回ラジオ体操・みんなの体操会が開催されました。
　前日までの雨により所々水たまりができ、屋外での
開催が危ぶまれましたが、グラウンド整備や排水溝の
泥上げなど関係者らの尽力により無事開催にこぎつけ
ました。当日は目標の1000人を超える参加者が集ま
り、平内町から元気あふれるパワーが日本全国に生放
送されました。

1000人を超える参加

　今回の体操会では、町内各地区から送迎バスを運行
し大勢の皆さんに参加いただきました。
　東和町内会(三津谷武志会長)では体操会に先駆け７
月26日(土)、町職員が講師になり地域に伺う「ふれあ
い出前講座」を利用しラジオ体操の講習会を開催しま
した。講師として生涯学習課の職員３名が訪れ、約１
時間にわたりラジオ体操第１、第２の動きと運動効果
をひとつずつ丁寧に解説しました。終了後、参加した
方は「本番前に予習ができてよかった」と自信を持っ
ていただいたようでした。

各地区をあげて盛りあげました

　町教育委員会では、生涯学習の一環として「町民１
スポーツ活動」を提唱しており、いつでも、どこでも、
誰でもできる「ラジオ体操」を推進してきました。
　今回の体操会は早朝にもかかわらず、大勢の町民の
皆さんに参加いただきありがとうございました。これ
を契機とし、今後もさらなる推進を図って参ります。
10月には小湊小学校の６年生を対象にラジオ体操の出
前授業を予定しているほか、一般町民を対象にした大
規模な講習会も企画中ですので、皆さん一緒に体力の
向上と健康の保持や増進を図り、地域ぐるみで健康な
まちづくりを目指しましょう！！

今後もラジオ体操を推進します

キャラクターも勢揃いで体操に参加

準備体操から会場に笑顔があふれる

事前に講習を受け予習もばっちり！

夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会



　帰省客で賑わい、町が最も活気づく８月14
日(木)～16日(土)、夏の終わりと秋の訪れを象
徴するイベントとなる「ひらない夏まつり」
が盛大に開催されました。
　あいにくの雨に見舞われ、一部予定を変更
して行われましたが、まつりの主役・ねぶた
合同運行や盆踊りに加え、今年はどじょうす
くいやダンス、浴衣で参加する夏コンなど新
しい企画も目白押しで、例年に勝るとも劣ら
ない盛り上がりを見せました。

町が笑顔であふれた３日間

ひ
ら
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平内町教育委員会

℡７５５－２５６５生涯学習情報
町民ひとり１学習・１スポーツ・１ボランティアを実践しよう

花壇コンクール2014
～住みよいまちづくりに向けて～

　７月26日(土)、山村開発センターにおいて、勝田町町
内会(畑井喜一会長)が主催し毎年恒例となっているレク
リエーションが行われました。
　「ケツアツ　バン　バン」と題された風船割りでは、
風船を勢いよく割って賞品をゲットした人、おしとや
かに行き過ぎてなかなか割れない人など笑い声と笑顔
が絶えない一日でした。種目はほかに輪投げなど、誰
でも参加しやすいように工夫され、この日は夏休み期
間中ということもあり、小学生から高齢者まで約40名
の方が余暇を楽しみました。

笑顔で地域交流

　また同日、公民館清水川分館・口広分館主催の「森・川・
海の感謝祭」が清水川支所荷さばき場を主会場に盛大
に開催され、200人を超える来場者でにぎわいました。
　催しはスコップ三味線やよさこいなど多彩なイベン
トのほか、保育園児による稚魚の放流も行われました。
主催者の清水川分館長船橋正彦さんは、「稚魚の放流に
は子どもたちに海の恵みに感謝し、きれいな海を守っ
てほしいという願いが込められています」と話してく
れました。初めて漁船に乗る園児は最初緊張した顔つ
きでしたが、船が動き出すと歓声をあげ、見守る家族
に元気に手を振っていました。

　生涯学習のまちづくり推進会議(岡本守会長)主催の
「花壇コンクール」の審査会が７月22日(火)に現地を視
察しながら行われました。
　今回参加してくださった団体は、「町を訪れる方のた
め」「施設利用者の方のため」など、お花を育てる活動
を通じてみんなのつながりを大切にし、地域を元気に
することを目的に取り組んでいらっしゃいます。
　お花には場を和ませたり、優しい気持ちになれるな
ど人の心を癒す効果があります。それは「人づくり」「地
域づくり」にも生かされています。
　コンクールは個人の方も応募できます。あなたの庭
先にきれいに咲いたお花もたくさんの方に紹介させて
いただきたいので、来年はぜひご応募ください。

◆現地審査部門◆

【最優秀賞　二元町町内会】

　今年は土壌改良から手
がけ、とても大変でした
が、ここは、小湊の玄関
となる駅前です。花を見
て「きれいだね」「咲いて
るね」と見てくれる人が
いるから励みになります。これから秋まできれいな花
を咲かせられるように、毎日花壇とにらめっこしなが
ら成長を見守っていきます。

【優良賞　グループホーム陽だまりの家　ひまわり】

　虹をイメージし、パン
ジ ー の 彩 り を グ ラ デ ー
ションにして花壇いっぱ
いに植えました。
　水やりは入居者と一緒
に行い、花の成長を楽し
んでいます。

◆写真部門◆

【優秀賞　白鳥ホーム】

　 今 年 は 春1,000ポ ッ ト、
秋400ポットの苗を購入し
植え付けしました。定植
してあるアルメリア、芝
桜、ラベンダー等もあり、
手入れは大変ですが利用
者、職員とも鮮やかな花壇を見て満足しています。
今年も園芸班の花壇のほか花が好きな利用者たちが集
まり鉢に色とりどりの花も植えました。
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生涯学習カレンダー　９ 月

７日(日)
 ◆第22回青森県民駅伝競走大会(青森市)
 ◆小湊小学校　修学旅行(～９日)
 ◆町内清掃の日

10日(水)  ◆東小学校　修学旅行(～12日)

11日(木)  ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

13日(土)  ◆ひらない敬老まつり2014

20日(土)  ◆東郡中体連秋季大会(～21日)

21日(日)  ◆家庭の日(ノー行事デイ)

25日(木)
 ◆平内町連合小学校宿泊学習(～26日)
 ◆心配ごと相談日(10：00～15：00)

26日(金)  ◆東郡中学校合同音楽会(青森明の星高等学校)

176

○９月の休館日 　14日・15日・23日・28日

◆一般書◆

①山女日記　　　　　　　　　　湊　　　かなえ

②雨の狩人　　　　　　　　　　大　沢　在　昌

③アクアマリンの神殿　　　　　海　堂　　　尊 

④ミッション建国　　　　　　　楡　　　周　平

⑤フラッシュモブ　　　　　　　遠　藤　武　文

⑥怪談　　　　　　　　　　　　小　池　真理子

⑦月蝕楽園　　　　　　　　　　朱　川　湊　人

⑧棟居刑事の永遠の狩人　　　　森　村　誠　一

⑨勁草の人　　　　　　　　　　高　杉　　　良

⑩水底の棘　　　　　　　　　　川　瀬　七　緒

　～おはなし会開催のお知らせ～　　　　　　　
９月13日(土)10：00～　おはなしコーナー

　このカレンダーは、その月の主な行事と「生涯
学習カレンダー」に記載されている事業に変更が
あったものを記載していますので「生涯学習カレ
ンダー」と照合してご活用ください。

田んぼアート　今に至る軌跡を学ぶ
～ひらないカレッジ　いきいきコース～

　７月16日(水)、ひらないカレッジ第３回は、「他町を
知る」をテーマに、田んぼアートで知られる田舎館村
を視察しました。
　第１会場の「富士山と羽衣伝説」を役場の展望台か
ら見学した後に、村役場職員による講話がありました。
稲作の歴史が古く農業が盛んな田舎館村では、米づく
りの楽しさ、農業のおもしろさをより多くの人に知っ
てもらうために、平成５年に色の違う３種類の稲を使っ
て稲文字を描いたのをきっかけに、描きはじめること
９年、その後は７色10種類にまで増え、年々図柄は細
かく芸術性、完成度も高くなり、いつしか田んぼアー
トと呼ばれるようになりました。
　田んぼアートは、田んぼが白い冬の時季から計画作
業が始まります。稲は青森県で開発されたものもあり
特殊なため育てるのに苦労していることや、図柄を作
るための設計、測量、点を打ってテープでつなぐ作業
など、映像を見ながら今に至る軌跡を学びました。参
加者からは「田んぼアートは前にも来たことがあるが、
初めて詳しくお話が聴けてよかった」「平内にも何か欲
しいね」との声もあり、丁度見ごろの美しい田んぼアー
トを満喫し、田舎館村を後にしました。

みんなでつくろう！
万引き防止ほたて貝マスコット

　万引等の非行防止活動により子どもの健全育成をめ
ざす活動のひとつとして「青森JUMPチーム」に所属
している平内町の小中学生など約40人が７月23日(水)、
山村開発センターに集まり、万引防止を呼び掛けるた
めのマスコット作りを行いました。

　万引防止！略してマンボウのキャラクターは、その
形が似ているほたての貝殻を使用しており、参加した
子どもたちは、青やピンクといった思い思いの色付け

をしながら器用に仕上げま
した。自分で作ったマンボ
ウに万引防止の標語を取り
付けながら「万引はドロボ
ウのこと絶対にしないよ」
と誓っていました。
　出来上がった350個のマス
コットは子どもたちによっ
て、今後、街頭で町民の方々
へ配布されます。
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熱い魂で走ろう！！
トンネルマラソン２回目の開催

　町と夏泊半島活性化推進協議会、平内町漁業協同組
合、青森県ほたて流通振興協会の主催で７月27日(日)、
町内の小学生を対象とした「第２回夏泊ほたて海道ト
ンネルマラソン大会」が開催され、100名を超える小学
生ランナー達が健脚を競いました。
　当日は風が強く、時折雨もパラつく悪コンディショ
ンとなりましたが、日頃の練習の成果を発揮しようと
風雨に負けずに快走しました。上位入賞者には大きな
トロフィーと賞状が授与され、好成績を収めた小学生
ランナー達に笑顔があふれました。

暑さを吹き飛ばす熱戦！
恒例のわんぱく相撲に大歓声！

　８月８日(金)、平内町防犯協会・平内町体育協会主
催の「第19回防犯相撲大会・第30回平内町民相撲大会」
が町立体育館で開催され、熱戦が繰り広げられました。

★団体戦【優勝】清水川Ｂ　【準優勝】小湊健児３兄弟
　　　　　【第３位】西武館Ａ　東田沢Ｂ

★個人戦(優勝者)　【幼　児】水木星之助(西武館)
　　　　　　　　  【１年生】船橋　悠心(team悟空)
　　　　　　　　  【２年生】山下　邦朗(team悟空)
　　　　　　　　  【３年生】今　　　翔(清水川)
　　　　　　　　  【４年生】加藤　　元(東田沢)
　　　　　　　　  【５年生】柳谷　魁人(狩場沢)
　　　　　　　　  【６年生】今田　旺希(東田沢)

☆連続出場表彰　　　　　　　
　　　 田中　拓真(狩場沢)　江戸　翔星(清水川)
　 　　植村　泰誠(東田沢)　柳谷　　雛(狩場沢)　
　 　　伊瀬谷祐樹(西武館)　佐々木琉矢(東田沢)
　　　 今田　旺希(東田沢)

☆敢闘賞　七尾　大翔(西武館)

平内町小学校
野球・卓球大会開催！

　７月23日(水)、町立体育館において卓球大会が、そ
して７月31日(木)には町営野球場において野球大会が
開催され、夏休み序盤で元気に満ちあふれた小学生が
日ごろの成果を発揮しようと懸命に戦いました。
　結果は以下のとおりです。

【卓球大会】
　○団体戦
　　・優　勝　小湊小学校Ａ
　　・準優勝　山口小学校Ａ
　　・第３位　山口小学校Ｂ　小湊小学校Ｂ　
　○個人戦
　　・優　勝　市川獅道(小湊小)　
　　・準優勝　田中帆夏(小湊小)
　　・第３位　赤坂　爽(小湊小)　田中結南(小湊小)

【野球大会】
　　・優　勝　小湊小学校(２勝)
　　・準優勝　山口小学校(１敗１分)
　　・第３位　東小学校(１敗１分)　

　　　　　　　　※順位は総得点による

▼１年男子
　①辻村　元汰(小湊)　
　②沖崎　塁斗(小湊)
　③逢坂　　陸(山口)　
▼１年女子
　①神　　綾乃(小湊)　
　②飯田　真央(小湊)
　③船橋　汐那(東)　
▼２年男子
　①須藤　　魁(小湊)
　②佐々木聖仁(小湊)
　③田村　偉皇(山口)

▼２年女子
　①佐々木紗理亜(小湊)
　②太田　來夢(小湊)　
　③柴崎　杏子(東)　
▼３年男子
　①田村飛永夢(山口)　
　②後藤　利輝(山口)
　③田村　刹那(山口)　
▼３年女子
　①倉本　紗羅(小湊)
　②三津谷涼音(小湊)
　③三津谷　結(小湊)

▼４年男子
　①木村　活樹(小湊)　
　②本間雄一朗(小湊)
　③逢坂　　篤(山口)　
▼４年女子
　①伊瀬谷実咲(小湊)　
　②蝦名　李音(小湊)
　③船橋　一華(東)　
▼５年男子
　①伊瀬谷　樹(小湊)
　②工藤　大希(東)
　③工藤　遥翔(東)

▼５年女子
　①須藤陽菜乃(山口)
▼６年男子
　①田村　耀夢(山口)
　②北澤　光大(小湊)
　③須藤　翔希(山口)　
▼６年女子
　①山崎恵理香(山口)
　②遠嶋　美咲(小湊)
　③太田　李夢(小湊)　

悔しくて泣く子も！幼児の部

スタートが勝負！白熱の瞬間
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hiranai

保健福祉だより ９月は「健康増進普及月間」

　厚生労働省では９月を「健康増進普及月間」とし、「１
に運動　２に食事　しっかり禁煙　最後にクスリ～健
康寿命をのばしましょう～」を標語に、生活習慣病の
特性や運動・食事・禁煙など個人の生活習慣改善の重
要性について、国民一人ひとりの理解を深め、健康づ
くりの実践の促進をはかることを目指しています。
　９月の健康相談では生活習慣病の一つである脳卒中
について保健師がお話しますので、ぜひご利用くださ
い(骨太教室も同時に行います)。

　国では、９月10日の世界自殺予防デーにちなんで毎
年、９月10日からの一週間を自殺予防週間とし、関係
機関が連携して啓発活動を推進しています。
　大切な人の命を自殺の危機から救うためにできる
事は・・・

実施会場 月　日 時　間

 狩 場 沢 公 民 館
９月１日(月)

９：30～11：30

 清 水 川 コ ミ セ ン 13：30～15：30

 薬師野農業構造改善センター
９月12日(金)

９：30～11：30

 松 野 木 公 民 館 13：30～15：30

 外 童 子 コ ミ セ ン
９月16日(火)

９：30～11：30

 口 広 コ ミ セ ン 13：30～15：30

問 役場　保健福祉課　保健係

　℡７５５ー２１１４(内線138)

○こころの電話＜青森県立精神保健福祉センター内＞
　　℡０１７－７８７－３９５７・３９５８
　　　　相談日：月～金　9：00～16：00

〈気づき〉
　心の不調を示すサインなど“自殺のサイン”　
　に気づく

〈つなぎ〉
　・できるだけ早い時期に相談・受診ができる
　　専門医や専門機関を勧める。
　・家族や友人に相談し協力を得る。

〈見守り〉
　焦らず温かく見守り、支えていく姿勢をとる。

９月10日～16日は
「自殺予防週間」です

地　区 氏　　名 地　区 氏　　名 地　区 氏　　名 地　区 氏　　名

一平中 倉本　節子 二勝田町 佐々木友子 白　砂 柴田まつ子 茂　浦 須藤　郁子

一平中 船橋シズ子 東沼館 山田由紀子 上東田沢 笹原　智子 茂　浦 逢坂　明美

新生町 佐々木晴美 東沼館 工藤　初枝 中東田沢 加藤枝利子 浦　田 豊島　照美

新生町 佐々木静枝 西沼館 辻村　峰子 下東田沢 山本由美子 稲　生 木村とみ子

二平中 阿部　悦子 西沼館 船橋　睦子 野内畑 加藤　時子 浪　打 山崎せき子

二平中 辻村　百子 緑　町 阿部ゆり子 一内童子 佐々木直子 土　屋 逢坂　昭子

赤坂台 山口　京子 緑　町 鳥谷部幸子 二内童子 渡邊　美枝 松野木 八戸　和子

寺　町 須藤　良子 浜　子 八戸　桂子 外童子 倉本アサ子 薬師野 蝦名　洋子

本　町 辻村美代子 盛　田 荒内　きゑ 大和山 山口眞佐子 清水川 亀田　京子

下　町 清水　恵子 福　島 木村　カツ 藤　沢 仲出川るみ子 一小林 亀田　令子

一元町 蝦名　愛子 福　館 伊瀬貴美子 藤　沢 逢坂ゆみ江 二小林 船橋　美雪

一元町 佐々木和子 平　川 伊瀬谷瑛子 山　口 大水　次子 三小林 船橋美智子

一元町 辻村フミ子 東　和 垂井　信子 山　口 千代谷きみ子 一口広 井筒けい子

二元町 加藤アキヱ 東　和 飯田　サツ 山　口 本堂　順子 二口広 阿部イツヨ

川原町 佐々木ツギヱ 浅　所 濱田久美子 小豆沢 木村　啓子 折　戸 大森　勇子

川原町 泉　澄子 浅　所 大水志美子 小豆沢 倉内百合子 狩場沢 熊谷　昭子

川原町 畑山キヨノ 間　木 遠嶋いく子 小豆沢 倉内由紀子 陸奥ヶ浦 盛　　紀子

一勝田町 辻村　道子 間　木 細川　フサ 中　野 田村　文代

二勝田町 逢坂　スサ 東　滝 細川　絹子 板　橋 須藤　ミヤ

　保健協力員は地域住民の健康づくりを推進するため、検(健)診の受診を勧めたり、申込み書を役場に
届けたり、検(健)診の時に案内役をしてスムーズに受けることができるようにお手伝いをしたりなど、
町の健康づくり事業に協力してくれています。
　「健康づくりに関することで聞きたいことがあるけど、役場に電話するのはちょっと戸惑う」という
方はぜひ保健協力員さんを通してご連絡ください。保健協力員さんが行政との橋渡しをしてくれます。
　なお、連絡先がわからない方は役場保健福祉課にお問い合わせください。

保健協力員さんを知っていますか？

保健協力員名簿　　任期：平成26年４月１日～平成28年３月31日
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　特定健診の結果で保健指導の該当となった方を対
象に、９月から６か月間、運動や栄養について勉強す
る教室を開催します。保健師等による個別面接をし
て、「普段どんなことに気を付ければよいか」「バラ
ンスの良い食事とはどんな食べ方なのか」「運動した
いがなかなか続かない」等、色々な悩みを一緒に考
えながら、実践できるように支援していきます。
　無理とあきらめず、まずは出来るところから取り
組んでみませんか？なお、対象となっている方には
個別に通知いたしますので、ぜひご参加ください。

メタボリックシンドロームの
保健指導が始まります

水痘(みずぼうそう)と高齢者肺炎球菌の
予防接種が平成26年10月１日から
定期接種の対象に追加されます。

予防接種の対象が拡大されます

メディコトリム教室に
参加しませんか？

　平内町では医療と連携したメディコ(医療)トリム
(整える)教室を平成22年度から実施しています。医療
の力を利用して脱メタボに取り組む健康づくり教室
です。すでに高血圧や脂質異常症(高脂血症)でお薬を
飲んで治療をしている方を対象に、一人ひとりの体
力や健康状態に見合った運動・食事のアドバイスを
行います。

【内容】
　①講義
　　(平内中央病院　メディコ外来　小野正人医師)
　②食事調査・運動メニュー・食事のアドバイス・
　　記録
　③栄養指導・運動指導
　④かかりつけの医師などにメディコの記録と身体
　　状況をみてもらう

など、半年にわたって実施します。

　治療はしていないけれど興味がある方、やってみ
たい方でも大歓迎です。運動部の練習のように激し
い訓練をするわけではありませんし、無理に食事制
限をするわけでもありません。是非参加してみませ
んか？

申込みは９月５日（金）まで

役場　保健福祉課　保健係

　　　　℡７５５－２１１４(内140)

問

◎水痘定期接種について
　下記に該当する方を対象に実施します。

①生後12月から生後36月に至るまでの間にある方
②平成26年度に限り、３歳の誕生日当日から５歳の
　誕生日の前日までの方

※水痘(みずぼうそう)にかかったことがある方はす
　でに免疫を持っているので、定期接種の対象には
　なりません。
なお、①、②の対象者には通知します。

◎高齢者肺炎球菌予防接種について
　町では10月１日から、現在行っている70歳以上の
接種対象者に加え、下記の方を対象に実施します。

①65歳以上の方(平成26年度では、昭和25年４月１
　日以前に生まれた方)
②60歳から65歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の
　機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限さ
　れる程度の障害やヒト免疫不全ウイルスによる免
　疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
　害がある方

　接種場所は町内の医療機関(平内中央病院・ひき
ち内科クリニック・まさいく整形外科・たざわクリ
ニック)です。
　上記の医療機関で接種する場合は町から4,000円
を補助します(自己負担は1,500円となります。生活
保護の方は全額補助します）。
　役場保健福祉課に申込みが必要です。
　詳細については回覧等でお知らせいたします。

役場　保健福祉課　保健係

　　　　℡７５５－２１１４(内138)

問

　７月８日(火)、小湊中学校において全校生徒、保護
者を対象にカウンセリングルームこころの泉、カウ
ンセラーの藤森貴美氏を講師としてお招きし、また
７月17日(木)には西平内中学校において全校生徒を対
象に、千歳産婦人科副院長の千歳和哉氏をお招きし
て全校生徒を対象に思春期教室を開催しました。
　思春期は心も体も大きく変化する時期で、自分を
大切にしながら学校生活を楽しむ、将来の夢に向かっ
て進むために、中学生らしい交際をすることや、お
互いの行動に責任をもつこと、相手の気持ちを思い
やり尊重することを学びました。
　

中学生を対象に思春期教室
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☆ 子育て支援センター ☆
９月の行事予定

平内町地域子育て支援センター
　　　　　　℡７５８－１２１４

日　　程 活動・場所 内　　容

９月２日(火)
９：45～11：15

かたつむりの会

支援センター

　障害を持つ子の親が子育ての

　情報交換をします

９月６日(土)
９：40～10：20

親子ふれあいワーク

東和保育園ホール

　保育園のお店屋さんごっこに

　参加しませんか？　

９月10日(水)
９：45～11：15

育児講座
青少年ホーム(調理室)

　管理栄養士を講師に迎えて

　調理実習を行います。

９月17日(水)
９：45～11：15

ぴよぴよ絵本サークル

支援センター
　絵本や紙芝居などの

　読み聞かせを行います

９月26日(金)
９：45～11：15

すくすくクラブ
支援センター

　・身体測定

　・手形・足形をとりましょう

問

　国保加入者の皆さんが現在使用している国民健康
保険証(桃色)の有効期限は、平成26年９月30日までと
なっております。平成26年10月１日から使用する新
しい保険証を、９月下旬に世帯主あてに郵送します。
　なお、10月からの保険証の色は、薄橙色に変更され
ます。

【新しい保険証が届いたらまずは確認を】

　保険証が届いたら、氏名などの記載事項に誤り
がないか、人数分保険証があるかなどを確認して
ください。

【有効期限が過ぎた保険証はどうすればいいですか？】
　平成26年10月１日以降は古い保険証は使用でき
なくなりますので、はさみを入れるなどして破棄
してくださるようお願いいたします。

【新しい保険証の有効期限はいつまで？】

　新しい保険証の有効期限は、原則として平成27
年９月30日です。
※なお、10月以降に後期高齢者医療制度に移行する
　方や、退職被保険者証を使用している方で65歳
　を迎えることにより一般被保険者証に切り替え
　となる方は、有効期限が変わります。その場合は、
　有効期限を迎える前に、後期高齢者医療制度か
　国民健康保険から新しい保険証を送付いたします。

【以前は国保で、現在は国保以外の保険に
　加入しているのに国民健康保険証が届いた場合は？】

　この場合、国保の喪失の届出が行われていない
ことが考えられます。国保から社会保険等に保険
証が切り替わった場合は、国保喪失届を提出する
必要がありますので、印鑑及び新保険者から発行
された保険証(社会保険等)を持参のうえ、役場保健
福祉課・国民健康保険係へ届出してください。

【国保加入者で、修学のために
　町外に住所を移している方の場合】(学生保険証)

　国保に加入していた方が、修学のために町外に
住所を異動した場合(住民票の異動を行った場合)
は、修学期間中に届出をすることにより、新住所
地ではなく平内町から学生用の保険証が発行され
ます。修学中は毎年４月に更新の届出が必要です。
　また、春に学生保険証の更新手続きを行ってい
ない方や、今年の春から修学している方で学生保
険証の届出を行っていない方も、下記のとおり届
出が必要です。

 ・今年の春に更新の届出をした方
　来春、再更新の
手続きが必要です

 ・今年の春に更新をしていない方 　学生保険証の届
出が必要です

【届出に必要なもの】
　・在学証明書
　・印鑑

 ・すでに転出しているが、学生保
 　険証の届出をしていない方

 ・すでに修学中で、これから転出
 　する予定の方

　また、学生保険証の届出を行い、その後在学期
間内に学生でなくなった場合は、喪失の届出が必
要です。

問 役場　保健福祉課　国民健康保険係

　　℡７５５ー２１１４(内線135・136)

国民健康保険被保険者証
(保険証)が新しくなります

　国民年金は年をとったときやいざというときの生
活を、現役世代みんなで支えようという考えで作ら
れた仕組みです。
　具体的には、若いときに公的年金に加入し保険料
を納め続けることで、年をとったときや、病気やケ
ガで障害が残ったとき、家族の働き手が亡くなった
ときに、年金を受け取ることができる制度です。

20歳になったら国民年金

◎将来の大きな支えになります
　　国民年金は20歳から60歳までの人が加入し、保
　険料を納める制度です。
　　国が責任をもって運営するため、年金の給付は
　生涯にわたって保障されます。

◎老後のためだけのものではありません
　　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほ
　か障害年金や遺族年金もあります。障害年金は、
　病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。
　また遺族年金は、加入者が死亡した場合、その加
　入者により生計を維持されていた遺族（「子のある
　配偶者」や「子」）が受け取れます。

「学生納付特例」
　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人
　の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
　付が猶予される制度です。

「若年者納付猶予制度」
　　学生ではない30歳未満の方で、ご本人及び配偶
　者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料
　の納付が猶予される制度です。

詳細はお問い合わせください。

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

問 役場　保健福祉課　年金後期医療係

　℡７５５ー２１１４(内線133)

青森年金事務所

　℡７３４－７４９５
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平内中央病院からのお知らせ

　５月１日付で社会福祉士が採用され、地域医療福祉
連携室に配置されておりますのでご紹介いたします。

地域医療福祉連携室より

１．職種及び採用人員
　　・理学療法士(職員)　若干名	　
　　・作業療法士(職員)　若干名
　　・言語聴覚士(職員)　若干名
　　・看護補助員(嘱託職員)　若干名	
２．受験資格
　　・職員は各職種の資格を有する(免許取得見込者  
　　　含む)、59歳(採用時)以下の方。
　　・嘱託職員は、介護福祉士または介護職員初任者
　　　研修修了者・ホームヘルパー２級以上の資格を
　　　有する方。
３．試験日及び試験場所
　　申込み後、受験票にてお知らせいたします。
４．試験方法
　　面接による
５．受験手続及び申込書提出期限
　　受験申込書は、平内中央病院で準備していますの
　　で、必要事項を記入のうえ、提出してください(郵
　　送可)。
　　・提出期限：随時
　　※受付時間は、８時15分から17時までです。　　
　　　　　　(土・日・祝日を除く)。
６．採用期日及び勤務場所
　　・採用期日：随時
　　・勤務場所：平内中央病院
７．給与等
　　・職員は平内町職員の給与条例等による。
　　・嘱託職員は、月額135,500円以上、賞与年２回、
　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労働災害保険
　　　加入

平内中央病院の職員を募集します

平内中央病院　庶務係
　　　　　℡７５５－２１３１

問

　平内町の皆さん、こ
んにちは。
　５月１日 付 で 採 用 と
なりました社会福祉士
の山崎です。皆さんは、
社会福祉士という言葉
を聞いたことはありま
すか？
　社会福祉士は、社会

福祉業務に携わる人の国家資格で、行政機関、福
祉施設、医療機関、現在では司法機関や教育機関
など、活躍の場は多岐に渡っています。
　医療機関に勤務している社会福祉士は、入院ま
たは通院している患者・家族が安心して療養に専
念できるよう、その妨げとなる生活上の不安や心
配などの問題を一緒に考え、解決への援助を行っ
ています。
　相談には料金はかかりませんので、お気軽に連
携室にお立ち寄り下さい。
　また、私は五所川原市出身なので、これから町
のことについていろいろと勉強していきたいと
思っています。よろしくお願い致します！！

山　崎　智　美

　当院では、他の医療機関で受診されていた方が、
当院でよりスムーズな診療を受けていただくために
原則としてかかりつけ医の「紹介状」又は「診療情
報提供書」をお持ちいただくこととしておりますの
でご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

「紹介状」または「診療情報提供書」
持参のお願い

　「紹介状」とは、患者さんの氏名、年齢、性別、症
状や傷病名などが書かれているものです。精密検査
や治療が必要であるという検診結果の書類は紹介状
と同等に扱われます(「診療情報提供書」には紹介状
の情報に加え、詳細な診療情報が記載されています。
そのため診療内容によっては「診療情報提供書」を
お持ちいただくようお願いする場合もあります)。
　持参いただいた患者さんの病状を医師が迅速に把
握できますし、かかりつけ医等で行った検査等を重
複して行う必要がありませんので、スムーズな診療
に加え、医療費の節約にもつながります。

「紹介状」(診療情報提供書)を
お持ちいただくメリット

　消防法第８条及び消防法令に基づき、平内消防署指
導のもと、夜間に２階療養病棟の病室から火災が発生
した場合を想定し、日直や宿直などの時間外勤務者合
わせて９名で避難訓練を実施しました。
　昨年、福岡で起きた病院火災も深夜に発生した火災
でした。不測の事態に対処するためには、日頃からの
準備が必要です。避難訓練はそういった予期せぬ火災
が発生した場合に、どこに何があるのか、誰が何をす
ればいいのか、“備えあれば憂いなし”の言葉どおり、
備えを行うものです。
　平内中央病院ではこれからも万が一に備え、消防訓
練を実施していきたいと思います。

夜間想定避難訓練を実施しました

ご利用案内
　TEL ７５５－２１３１(内線195・196)　　
　FAX ７５５ー３０８１(連携室直通)
　受付時間　８：30～17：00
　　　　　　（土日祝日、年末年始は除く）
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暮らしの中の税
『私たちの生活と税金』

問 東青県民局

　県税部　納税管理課

　　℡７３４－９９７０

　固定資産税は、毎年１月１日に、土地、家屋及び償却
資産(これらを総称して「固定資産」といいます)を所有
している人がその固定資産の価格をもとに算定された
税額をその固定資産の所在する市町村に納める税金で、
平成25年度の町税収入(国民健康保険税を除く)の約32％
を占め、町民税と共に、教育、福祉、ゴミ収集等の基礎
的な行政サービスを提供する町の財政を支える基幹税
目として、重要な役割を果たしています。

固定資産税ってどんな税？

問 役場　税務課　資産税係

　℡７５５－２１１５(内線247・248)

　固定資産税は、固定資産の価格、すなわち「適正な
時価」を課税標準として課税されるものです。ですから、
本来であれば、毎年度評価替えを行い、これによって
得られる「適正な時価」をもとに課税を行うことが納
税者間における税負担の公平に資することになります。
ところが、膨大な量の土地、家屋について毎年度見直
すことは、実務的に不可能であることや、課税事務の
簡素化を図り徴収コストを最小に抑える必要もあるこ
と等から、土地と家屋については原則として３年間評
価額を据え置く制度、つまり３年毎に評価を見直す制
度がとられています。

◎土地・家屋の評価額は３年に一度評価替えが行われます

　固定資産税には、免税点制度が設けられており、同
一人が所有する土地、家屋、償却資産のそれぞれの課
税標準額が次の金額に満たない場合には、固定資産税
は課税されません。
◆土地：30万円　◆家屋：20万円　◆償却資産：150万円

◎免税点

　新築された住宅が、床面積50㎡以上、280㎡以下の専
用住宅や、居住部分が２分の１を超える併用住宅につ
いて、店舗・事務所部分を除く120㎡までの居住部分が、
新たに固定資産税が課されることとなった年度から３
年度分(長期優良住宅に該当する場合は、５年度分)に限
り、税額が２分の１に軽減されます。

◎新築住宅に対する軽減措置

　一戸建住宅の敷地では200㎡以下の住宅用地(小規模
住宅用地)は、価格の６分の１の額、200㎡を超えた住宅
用地(一般住宅用地といいます)については、３分の１の
額を課税標準額とする特例措置があります。

◎住宅用地の特例措置

　固定資産税は、毎年１月１日(賦課期日といいます)
に、上記の内容のとおり、家屋等を所有している方に
税金が課税されます。
　そのため、今年中(12月31日まで)に取り壊した家屋
等建物は、固定資産台帳から削除しなければなりませ
ん。家屋等建物を取り壊したにもかかわらず、取り壊
しの届出をしないと、来年度も課税されることがあり
ますので、必ず手続きをお願いいたします。
　なお、青森法務局に家屋等の滅失登記をされた方は、
この届出は必要ありません。

◎取り壊し建物はありませんか？

　災害に遭った方や、その他の理由により税金を納
めるのが困難な場合は、納期限の７日前まで(国民健
康保険税は、納期限まで)に申請していただくことに
よって、税金の免除や減額等の制度もあります。
　また、各町税の納期限ごとの納付が困難な場合、
分割での納付などの相談を随時受付しておりますの
で、お気軽にご相談下さい。

納税相談を行っています！

問 役場　税務課　資産税係

　℡７５５－２１１５(内線249・250)

　台風、地震などの災害により被害を受けられた方
には、県税の減免、徴収猶予、申告等の期限の延長
の制度があります。これらの制度の適用を受けるに
は、いずれも申請が必要です。
　制度の内容や手続きなど詳しいことは、東青地域
県民局県税部までお問い合わせください。

災害に伴う県税の減免措置等について

　９月30日(火)は、固定資産税第３期、国民健康保険
税第３期の納期限です。忘れずに納めましょう！！

　青森県内の特殊詐欺被害の特徴は、「代わりに購入
してくれれば、謝金を払う」、「必ずもうかる」、「パ
チンコ必勝法を教える」など、お金のもうけ話に関
係あるものが多いことから、青森県警察では名称を
聞いたときにイメージしやすいように、「もうけ話詐
欺」と呼んで、注意喚起を行っています。

もうけ話詐欺にご注意を！！
青森県警察本部・青森警察署　　　

もうけ話詐欺のだまし文句には・・・
○ロト６の当選番号を教える
○特別会員に当選した
○宝石等のパンフレットは届いてないか
○高く買い取るので代わりに買ってほしい
○出資すれば必ずもうかる
○名義だけを貸してほしい　　　　などがあります。

その電話、もうけ話詐欺かもしれません！

　もうけ話をもちかけられたら、すぐに家族や友人、
警察等に相談してください！！

問 平内交番

　　℡７５５－３１１０

青森警察署

　　℡７２３－０１１０

このようなパン
フレットが届い
たらご注意くだ
さい！！
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　７月28日(月)、地域交流実行委員会の工藤太一郎委
員長らが役場を訪れ、町のために役立ててほしいと
船橋町長に寄付金を手渡しました。
　この寄付金は、７月20日(日)に勤労青少年ホームで
行われた「第４回唄と踊りの地域交流」と題された
チャリティーショーで集められたもので、町のため
に大切に使わせていただきます。この度は本当にあ
りがとうございました。

チャリティショーで寄付金

下水道加入のお問い合わせは　役場地域整備課へ(℡755-2116)

今月のお知らせ

ＮＥＷＳ９
2014

　この度、沼館地区自主防災会(石田康男会長)は、宝
くじの助成によるコミュニティ助成事業(地域防災組
織育成助成事業)を活用して防災備品(煮炊車、発電機、
灯光機セット)を整備しました。
　沼館地区自主防災会は、住民の自主的な防災活動
を行うことにより、災害による被害の防止及び軽減
を図ることを目的として昨年結成された自主防災組
織です。
　石田会長は、「災害はいつ発生するか分からない
ので、災害が発生したときはもちろん、日頃の訓練
等でも活用して防災力の向上につなげたいと思いま
す。」と、喜びの声を聞かせてくれました。

　※コミュニティ助成事業は宝くじの社会貢献広報
　　事業として宝くじの受託事業収入を財源として
　　実施している事業です。

宝くじの助成で防災備品を整備

秋の交通安全県民運動を実施します

期間　９月21日(日)～30日(火)

　宝くじは広く社会に役立
てられています。
　皆さんの町内会でも「コ
ミュニティ助成事業」を活
用し、地域の防災力の向上
を図りませんか？

電気保安協会からのお願い

　この時期は気象状態が不安定で雷が発生しやすい季
節です。雷鳴が聞こえたらいち早く安全な場所に避難
することが大切です。

　７月15日(火)、山﨑石雄さん(浜子)が役場を訪れ、
交通安全に役立ててほしいと手作りのマスコット200
体を船橋町長に手渡しました。
　いただいたマスコットは、町交通安全協会を通じ、
秋の全国交通安全運動で配布されるなどして交通安
全の啓蒙に役立てられる予定です。

交通安全マスコットを寄贈
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平内いきいき健康館　よごしやま温泉　９月の臨時休館日は24日(水)　
～毎月１日・16日は９時から入浴できます～

　日本赤十字社青森県支部の平成25年度の社資募集
実績額は、１億8,987万2,606円となりました。赤十字
社員みなさまのご協力に心より感謝申し上げます。
　実績額を前年度と比べると、５．２％の減収であり、
実績額が２億円を下回るのは、昭和58年以来30年ぶ
りとなります。　
　減収要因としては、脱退や死亡などによる赤十字
社員の減少などがあげられます。
　青森県支部では、平成26年度において、災害発生
時に超急性期の医療救護活動を行うDMATチームの養
成や救護資機材の整備を行うほか、県内各地域の防
災指導者を養成するための防災セミナーなど、「いの
ちと健康を守る」を重視した活動を実施いたします。
　これらの活動を行うためには、赤十字活動資金で
ある社資(社費・寄付金)の安定的確保が何よりも重要
です。ひとりでも多くの住民の方々に赤十字社員に
加入いただき、社資募集にご協力くださるようお願
いいたします。

赤十字活動を支えるのは“あなた”です。

問 日本赤十字社　青森県支部　組織振興課
　　　℡７２２－２０１１
日本赤十字社　青森県支部　平内町分区
　担当　町民課生活環境係
　　　℡７５５－２１１３

　青森県すこやか福祉事業団では、運営や発展に協
力した個人や団体に感謝状を授与しており、今年度
は、障害者総合福祉センターなつどまり(小豆沢)に平
成14年から利用者の書道教室の講師として11年以上
の長きにわたりボランティア活動を続けている石田
和子さんと、就労サポートセンターさつき(茂浦)が開
催する大運動会と大収穫祭に協力している「茂浦老
人クラブ塩釜会」が、感謝状を授与されました。
　事業団では、「これまでにも、数多くの方々や団体・
関係機関に支えられてまいりましたことに深く感謝
申し上げるとともに、障害のある方もない方も共に
暮らす共生社会実現のために頑張る所存ですので、
今後もよろしくお願いいたします」と感謝の言葉を
述べました。

ボランティアに感謝状

　先の大戦において、一命を国に捧げられた平内町
戦没者の御霊を追悼し、併せて平和を祈念する平内
町戦没者追悼式が７月15日(火)、平内町勤労青少年
ホームにおいて執り行われました。厳かな雰囲気の
中、犠牲となった423柱にのぼる戦没者名を奉読し、
黙祷を捧げた後、平内町遺族連合会会長はじめ、来
賓として参列した船橋町長らが追悼のことばを述べ、
戦没者の冥福を祈りました。
　また、100人余りの参列者が白菊を次々に献花し、
故人を偲びながら手を合わせ、改めて世界の恒久平
和を祈念し式を閉じました。
　追悼式の閉式後、横笛奏者のHIROMASAさんによる
追悼演奏が披露され、素晴らしい音色に参列者は静
かに耳を傾けていました。

在りし日の英霊を偲び
平内町戦没者追悼式

　昭和20年８月15日の太平洋戦争終結から来年で70
年を迎えようとしています。先の大戦においては、
郷土平内からも423人の方々が犠牲となられました。
　平内町遺族連合会では、昭和61年に慰霊碑と奉安
殿を現在地(平内町勤労青少年ホーム敷地内)に移転し
ましたが、それから30年が経過し、奉安殿も老朽化
が目立ち、英霊の御霊も悲しんでいるのではないか
と、来年の戦後70周年を迎えるにあたり、記念事業
として、戦場に散ったご英霊を祀る奉安殿を新築移
転しようと計画中です。
　遺族の方々はもちろんのこと、町民の皆さんにも
一人でも多く賛同いただき、支援いただけますよう
お願いいたします。

１．事業内容
　　・奉安殿の新築移設工事
　　　(移設場所は同敷地内)
２．御奉賛依頼金額
　　・個人　１口　２，０００円
　　・団体　１口　５，０００円
３．御奉賛受付期間
　　・平成26年11月28日まで
４．御奉賛受け入れ窓口
　　・平内町役場町民課生活環境係の窓口にて受付
　　　いたしております。
　　※平内町遺族連合会員が各ご家庭にご寄付のお
　　　願いに伺った際は、ご協力をお願いいたしま
　　　す(領収書は必ず受け取ってください)。

終戦70周年記念事業御奉賛のお願い

問 平内町遺族連合会　事務局
　役場　町民課　生活環境係
　　　℡７５５－２１１３(内線127)
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　業務上の取引又は証明に使用する計量器(はかり)は、２年に１回定期検査を受けて使用
するよう義務付けられています。
　今年度は、下記の日程で特定計量器検定検査が実施されますので、対象となる計量器
(はかり)をお持ちの方は、都合のよい会場において必ず検査を受けるようにしましょう。
　なお、特定の理由により、検査会場に計量器(はかり)を持参できない場合は「所在場
所定期検査申請書」の提出が必要となります。

月　　　　日 時　　　　間 検　査　会　場

平成26年９月８日(月)
13時00分～14時00分 平内町漁業協同組合清水川支所

14時30分～15時00分 内童子コミュニティセンター

平成26年９月９日(火)

10時00分～10時30分 平内町漁業協同組合本所車庫

11時00分～12時00分 平内町漁業協同組合東田沢支所荷捌所

14時30分～15時00分 平内町漁業協同組合茂浦支所

平成26年９月10日(水)
10時30分～11時30分 山口コミュニティセンター

13時00分～15時30分 平内町立体育館

取引に使用しているもの

▼各種商店(食料品、行商、薬局、青果等)

▼農林水産物(米、ほたて等)売買用

▼運送会社、宅配業者の取引用　など

証明に使用しているもの

▼学校、幼稚園、保育所、病院、診療所、

　官公庁等で使用している

▼農協、漁協などで受入検量に使用して

　いる　など

【所在場所定期検査の
　　　　　　　対象となる計量器(はかり)】

計量器のある場所へ計量検定士が出向いて実施する検査

　 ▼運搬が困難なもの

　 ▼破損または精度が落ちる恐れがあるもの

　 ▼土地、建物、大型工作物に取り付けられ、

　　取り外しが困難なもの　など

【定期検査の対象となる計量器(はかり)】

【日時・検査会場】

【お問い合わせ先】

　(社)青森県計量協会

　　　℡７２９－１７０３

　役場　水産商工観光課　商工観光係

　　　℡７５５－２１１８

「特定計量器(はかり)定期検査」のお知らせ

人口と世帯
男 …  5,798 人 ( － 12 人 )
女 …  6,303 人 ( － 10 人 )
計 … 12,101 人 ( － 22 人 )
世帯数…5,139 世帯 ( － 5)
平成 26 年８月１日現在
(　) は、前月との比較

戸籍の窓口
７
月
受
付
分 　赤ちゃん名 　 (親) 　住所地

田　村　柚
ゆず

　希
き

 ( 知 春 )土 屋

高　橋　愛
あい

　空
ら

 ( 賢 一 )八 戸 市

伊瀬谷　杏
あん

　渚
な

 ( 秀 登 )緑 町

米　田　慶
けい

　司
じ

 ( 博 幸 )第 １ 元 町

木　村　香
こう

　心
こ

 ( 和 央 )第 ２ 平 中

ご結婚おめでとう
　　　　　　　　　   喪主   住所地

蝦　名　松　枝(86) 紀　仁 第１元町

塩　越　ヒ　デ(81) 　聡　第２小林

倉　本　ツ　ワ(88) 清　春 外 童 子

原　子　慶　彦(81) 慶　広 藤 沢

植　村　勇　一(92) 和　雄 中東田沢

田　中　　穣　　　川 原 町

蝦　名　和　美　　第 １ 口 広（

お誕生おめでとう

お悔やみ申し上げます

本籍地

本　堂　　匠　(77) 晶　洋 山 口

船　橋　サ　ヨ(96) 一　二 西 沼 館

大　水　隆　一(78) 浩　樹 山 口

相　坂　ヱ　ツ(84) 幸　枝 東 和

笹　原　カツエ(74) 勝　雄 上東田沢

外　山　む　つ(70) 昭　彦 外 童 子

船　橋　キクヱ(84) 鈴　子 清 水 川

須　藤　喜代治(77) 力　三 板 橋

江　戸　ス　ノ(93) 照　義 第１口広

今　　　　清　(92) 芳　廣 小 豆 沢

木　村　フ　メ(90) 繁　博 第１元町

佐々木　勘太郎(89) 正日登 外 童 子

大　水　誠　一(87) さち子 山 口

須　藤　さ　き(89) 　伸　第２平中

鈴　木　博　 (66) 優　子 大 和 山
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アメリカの高校生と交流

　７月９日(水)、本県と友好提携を結んでいる米国メー
ン州のホールデール高校から12名の生徒、３名の教師
が西平内中学校に来校し、交流を深めました。
　歓迎セレモニーでは、剣道部の実演や保護者らによ
る三味線の演奏などを交えながら、当町及び西平内中
学校の紹介を生徒が英語でスピーチしました。
　歓迎セレモニー後は、ニューイングランド地方の食
べ物やボストンマラソン、アメリカの音楽の歴史など
をメーン州の高校生が６組に分かれてプレゼンテー
ションを行い、アメリカでの生活ぶりをあらかじめ学
習してきた日本語で伝えてくれました。
　その後、一行は当町名産のホタテをふんだんに使っ
た交流によって親交を深めました。まずは生徒ともに
苦戦しながら自分たちで釣ったホタテを、ＰＴＡの協
力によって貝焼きにしてもらい舌鼓を打ちました。
　交流の最後は、ホタテの貝殻に、中学生と高校生が
一緒に絵を描いたり、織り姫と彦星のデコレーション
をしたりしました。完成させた作品はケースに入れて、
思い出とともに記念に持ち帰ってもらいました。
　全校生徒・教職員は、訪問団一行が乗ったバスが見
えなくなるまで見送り、３時間ほどの短い時間ながら
も充実したひとときを過ごし､互いの文化の違いを実
感することができた貴重な体験となりました。

　日本の森林は今、収穫期を迎えています。木を使
うことで森林が整備されるのと、森林の地球温暖化
や土砂崩れを防ぐ力が回復し、農山漁村地域の経済
活性化にもつながります。
　そこで、林野庁では、木造住宅建築で最大30万円分、
内装・外装の木質化で最大30万円分、さらに、木製
家具や薪ストーブなどの購入で最大10万円分のポイ
ントがもらえる事業を実施中です(９月30日購入分ま
で！)。
　詳細は、木材利用ポイント事務局へお問い合わせ
ください。

　　℡０５７０－６６６－７９９
　　　(９時～17時、土・日・祝日も受け付けます)
　　HP　http://mokuzai-points.jp/

木のある暮らしに最大60万円！

　木造住宅や木製品などの購入で、農林水
産物や商品券などと交換できる「木材利用
ポイントがもらえます」
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『わたしの好きなひらない』

写真をお待ちしております
　住所、氏名、電話番号をお書きのうえ、Ｅメールで送
信するか、郵送または役場総務課へ直接持参ください。

問 役場　総務課　企画政策係
　℡７５５ー２１１１(内線230)
　メール　kikakuseisaku@town.hiranai.aomori.jp

◇投稿者
　　ダン・リベラトリさん(当町ＡＬＴ)
◇撮影場所
　　ひらない夏まつりにて

　初めて平内に来たとき、私は真
夏の平内にすばらしい印象を受け
ました。田んぼや海の景色はとて
もきれいで、夏休みでも学校の先
生と生徒たちは毎日学校へ行って、
部活動など頑張っていました。
　「ひらない夏まつり」では、みん
なと一緒に踊ったり飲んだりして
楽しみました。どんなに暑くても、
平内の夏は最高だと思います。
Summer days are slipping away!   
Carpe diem.

◇投稿者より◇

　県外へ就職・進学した新成人の方々にも参加してほし
いと、毎年お盆の里帰りにあわせて開催している成人式
が８月15日(金)、勤労青少年ホームを会場に執り行われ、
新成人となる57名が参加しました。
　集まった新成人はスーツや浴衣、ドレスなど思い思い
の姿で、友人と久しぶりに顔を合わせると笑顔を見せ会
場は華やかな雰囲気に包まれました。
　式では、船橋町長より新成人に３つのお願いとして「何
事にも積極的に挑戦し志を高く持つ」こと、「感謝の気持
ちを常に抱く」こと、そして「ふるさと平内町に関わり
を持って生きていく」ことを忘れないでほしいという激
励があり、新成人は真剣な面持ちで耳を傾けていました。
　宮城県内の専門学校に進学している新成人の豊島瑠可
さん(浦田出身)は、「来年から就職も決まり、親に頼らず
自分で頑張りたい」と話し、また地元企業に就職し町に
在住している須藤健也さん(寺町)は、「すでに社会人なの
で、新成人だからと言って特別意識せずこれまで通り気
を引き締めていきたい。平内をより活気のある町にした
いと思っている。自分もそのお手伝いができれば」と故
郷平内への思いを聞かせてくれました。

旧友と迎える晴れの舞台、夏に輝く平内の星たち

　式典後には、青森山田高校男子新体操部を団体11度、
個人５度の全国優勝に導いた荒川栄監督の記念講演があ
り、自身の経験から「大人こそ友達を100人作れ。最後
に重要になるのは仲間だ」とお話しくださり、新成人に

「すばらしい20代を！」とメッセージを送りました。

平成26年度平内町成人式

中学時代の恩師からのビデオレターに感激


